
 

 

北海道・東北地方協議会は 9 月 27～28 日に、秋田市「秋田温泉さとみ」で第 57 回定期大会を開催しました。各

道県連から 143 人が参加。議長に千葉直樹（秋田建労）、村上政勝（全建福島）を選出、大会の幕を切った。 

主催者を代表して宮地明北東地協会長（全建福島）は「今、社会保障があらゆる面で削られています。その中で

建設国保が厚生労働省から概算要求として 2992.8 億が提案されました。満額を勝ち取るため財務省・各省、地元の

国会議員にみなさんの力で強く働きかけ、今年と同じように増額できるように運動していきたい。全国の仲間と共

に戦い抜き本当に安心・安全の生活ができる組合運動を推し進めなければなりません。今日と明日と短い時間です

が、実りある大会を期待します」とあいさつしました。 

開催地を代表して佐々木澄夫組合長は「先輩たちから北東地協は強い絆で結ばれていると聞いています。さまざ

まな難題を抱えている建築業界ですが、今日と明日、活発な討議を交わし総括していただきたい。秋田大会が盛大

かつ記憶に残る大会になることを期待します」と話しました。 

議事に入り第 56 年度経過報告、決算報告、監査報告、第 57 年度事業計画、予算案を拍手で承認後、来期の役員

については北海道・東北地方協議会会長に佐々木澄夫組合長を万雷の拍手で承認し選出しました。 

その後各分科会に分かれて専門部ごとの討議に移り一日目が終了。二日目は各分科会の報告と全建総連 勝野圭

司書記長の情勢報告を受け、全日程を無事に終了しました。 



開会あいさつ 佐藤 四男幹事（山形県連） 

開会のあいさつで、佐藤四男（山形県連）幹事が

はじめに、「東北地方に上陸した台風 10 号の北上で

甚大な災害に見舞われ、尊い命を奪われた皆様方に

心からご冥福を申し上げます。そして被害に遭われ

た方々に心からお見舞い申し上げます」とお見舞い

の言葉を話し続けて「私たちを取り巻く情勢は、依

然厳しいものがあります。建設職職人の仕事と暮ら

しを守るため建設国保の安定的な運営の取り組みや、

組織拡大などの取り組みを行ってきましたが、まだ

まだ道半ばです。この大会で前進に向けた建設的な

討論をされ実り深い定期大会になることを期待しま

す」と力強く開会を宣言しました。 

 

 

議長選出 

大会議長 千葉 直樹（秋田建労） 

     村上 政勝（全建福島） 

議長団あいさつ 

「議長に選任されました秋田建労の千葉直樹です。

同じく全建福島の村上政勝です。よろしくお願いし

ます。 

大会参加者の建設的なご意見をいただきながら、

議事を進行して行きたいと思いますので、大会参加

者のみな様方のご協力をよろしくお願い致します」 

 

 

北東地協会長あいさつ 宮地 明会長（全建福

島） 

「今、社会保障があらゆる面で削られています。そ

の中で建設国保が厚生労働省から概算要求として

2992.8 億が提案されました。満額を勝ち取るため財

務省・各省、地元の国会議員にみなさんの力で強く

働きかけ、今年と同じように増額できるように運動

していきたい。いろいろな問題も山積されている中、

全国の仲間と共に戦い抜き本当に安心・安全の生活

ができる組合運動を推し進めなければなりません。

今日と明日と短い時間ですが、実りある大会を期待

します」 

「今年は役員改選です。みなさんの力でこの二年

間北東地協の会長を務めて参りました。新会長につ

いてもみなさんのご理解とご協力をお願いします」 



 

 

全建総連中央執行委員長あいさつ  

全建総連中央執行委員長 三浦 一男（山形県

連） 

「一つは東日本大震災から五年が過ぎて、また熊本

で大きな災害が起きました。3.11 の仮設住宅の経験

を踏まえて全木協と全建総連が協力して、560 棟の

仮設住宅を建てました。建物はそれなりの様に見え

るが、内部の使用は架設レベルではありません。 

全国の仲間の支援がいろんな形で行われているこ

とに改めてお礼を申し上げます。 

もう一つは、リフォーム協会が国土交通省から認

可されました。ハウスメーカー、大手工務店、リフ

ォーム店は新築が頭打つになってくると、どうして

もリフォームに出てきます。全建総連では登録され

たリフォーム協会を何とかみんなで活かして、少し

でも仕事確保の道筋が出来ればと思います。どのよ

うな形で団体を知らせ、知ってもらうことでどう貢

献できるか、皆さんのご理解ご協力よろしくお願い

します」 

「来月に入ると全国大会があります。大会が終了

してすぐに来年度の予算要求の活動をします。みん

なで地元国会議員や各省庁に顔を出し運動を進めた

いと思っていますのでご協力お願いします」 

 

 

地元代表あいさつ 秋田建労 佐々木 澄夫組

合長 

「先輩たちから北東地協は強い絆で結ばれている

と聞いています。さまざまな難題を抱えている建築

業界ですが、今日と明日、活発な討議を交わし総括

していただきたい。秋田大会が盛大かつ記憶に残る

大会になることを期待します。皆さんがんばってく

ださい」 

 

 

来賓あいさつ 全建総連書記長 勝野 圭司

（秋田建労） 

「全建総連、9月 7、8日と中央委員会を開催して、

来月 12 日から 14 日まで福岡県博多市で開催される

第 57 回全建総連定期大会の議案を確認しました。今

日、明日の北東地協の大会がこの定期大会に向け、

北東地協の仲間の団結を固めて運動を一歩前進させ

る大会になることを期待します」 

 

 



議事 

（１）第 56 年度 経過報告、決算報告、会計監査報

告 拍手で承認 

 

 

 

（２）第 57 年度 事業計画（案）、予算（案） 拍

手で承認 

（３）全建総連 中央執行委員長 三浦 一男（山    

形県連会長・顧問） 拍手で承認                 

（４）全建総連 副中央執行委員長 池田康明 （宮

城県建設職組合連合会 会長） 拍手で承認 

（５）全建総連 北海道・東北地方協議会会長

及び副会長  

会長  秋田建築労働組合 佐々木 澄夫 組

合長 

副会長 山形県連 佐藤 四男 委員長   

を拍手で承認 

 

分科会 

第 1分科会（社会保障・労働）出席者 44 人 

「国保の予算確保と労災事故防止について」 

座長 稲葉 清（青森）  

分科会報告 伊藤 昇（山形） 

 

 

第 2 分科会（賃金・税金）出席者 35 人 

「賃金獲得運動と大衆増税反対運動について」 

座長 櫻井 晃（宮城）  

分科会報告 濱口 美智子（北海道） 

 



 

第 3 分科会（住宅・技術）出席者 

「住宅デーの取組みと後継者育成について」 

座長 鈴木 辰彦（秋田）  

分科会報告 菅原 正敏（山形） 

 

 

 

 

第 4 分科会（組織・教宣・共済福祉・財政）出席者

34 人 

「組織拡大運動と財政について」 

座長 大峠 勝志（岩手）  

分科会報告 大堀 昌孝（福島） 

 

 

 
1 日目終了 



 

二日目 議長 村上政勝（全建福島） 

 

分科会報告 

第 1分科会（社会保障・労働）出席者 44 人 

「国保の予算確保と労災事故防止について」 

分科会報告 伊藤 昇（山形） 

 

社会保障対策と国保組合予算現行確保についてハ

ガキ要請行動など活動報告、労災事故防止の対策と

労災保険の加入についてな学習会やパトロール、標

語の募集など、各県連から取り組みと報告がありま

した。 

 

第 2分科会（賃金・税金）出席者 35 人 

「賃金獲得運動と大衆増税反対運動について」 

 分科会報告 濱口 美智子（北海道） 

 

各県連組合から賃金対策と税金対策の取り組み報

告があり、賃金調査について各県連の報告の中には、

引き上げられた公共工事設計労務単価の賃金が実際

には8000円から10000円の格差があることが報告さ

れた。標準見積書の普及に向けた学習会については

難しさや問題点が報告された。 

大衆増税反対については北東地協としての取り組

み、税金対策については各県連組合から独自取り組

み報告がありました。 

 

 

第 3 分科会（住宅・技術）出席者 

「住宅デーの取組みと後継者育成について」 

分科会報告 菅原 正敏（山形） 

 

各県連より独自の住宅デーの取り組みと地域のつ

ながりについて報告がありました。 



後継者育成については、全建総連青年技能競技大

会に向けて参加者の掘り起こしや講習会の取り組み、

技能士習得者への収得費用の補助金や祝金の給付に

ついて報告がありました 

 

第 4 分科会（組織・教宣・共済福祉・財政）出席者

34 人 

「組織拡大運動と財政について」 

分科会報告 大堀 昌孝（福島） 

 

多くの時間を本部会館建設について、会館建設本

部財政検討委員会の佐藤四男さん（山形）から建設

費用、一組合員当たり月額 10 円と組合費 15 円、ト

ータルで 25 円に値上げる内容の詳しい説明があり

ました。 組織については、各県連・組合の組織状

況と拡大目標と拡大運動の取り組みと課題について

報告がありました。 

教宣活動については各県連・組合がミニ教宣に参

加した感想など述べていましたが秋田建労は、全建

総連の機関紙「全建総連」と秋田建労の機関紙「け

んちく」を毎月班長さんが手渡ししていること。秋

田教宣学校を開催していることなど報告をしました。 

 

 

質疑応答・意見交換 

 

青森県連の仲間より：「第 4分科会に出席しました

が、発表時間はありましたが質疑応答の時間が無か

った。全体として時間が少なかった。検討してほし

い」と意見が出ました。 

宮地 明担当中執：「時間の配分については毎回い

ろいろな意見がありますので、次回については今後

も検討します」と答弁しました。 

 

講演 全建総連書記長 勝野 圭司 

 

全建総連からの情勢報告の中で、厚労省が財務省

に提出する予定の国保組合概算要求について、総額

で2992.8憶円と2016年度予算比で49億円増となっ

たと説明があり年末までの取り組みとして、ハガキ

要請行動、予算要求中央総決起大会、予算要求中央

行動、国会議員懇談・要請など「とにかく、ありと

あらゆる手を尽くす」と力強く述べ、引き続き運動

の強化と協力のお願いがありました。 

また、社会保険未加入対策について国交省が打ち



出した未加入対策の 5 年間の取り組み期限の来年 3

月まで、残すところ半年。来年 4 月からは全ての現

場でチェックが行われる見通しであることから、社

会保険未加入事業所対策を確実にやりきらないとい

けないと述べました。 

住宅リフォーム市場における仲間の信頼と仕事確

保について、住宅リフォーム事業者団体登録制度に

全国 8 番目の団体として登録を受けて消費者に向け

ての周知と仕事確保に向けて一層努力が必要だと述

べました。 

 

 

議長団及び書記解任 

拍手を送る 

閉会の挨拶 全建総連福島 鈴木 章一執行委

員長 

 

秋田建労 佐々木組合長をはじめ組合員の皆さま

には大変ご難儀かけましたことを心よりお礼申し上

げます。「皆さま方のご協力により予定していて全て

の議案が承認されたことを改めて御礼申し上げます。

次回開催は福島県です。万全の態勢でお待ちしてい

ます」と述べた。 

 


